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(57)【要約】
【課題】別のセルへのセル再選択を実行するよう構成さ
れた方法およびＷＴＲＵを開示する。
【解決手段】ＷＴＲＵ（wireless transmit receive un
it）がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態であるときに、Ｅ－ＤＣ
Ｈを使用して別のセルへのセル再選択を実行するよう構
成されたＷＴＲＵを開示する。セル再選択は、ＷＴＲＵ
による内部測定に基づく。あるいはまた、セル再選択を
、ネットワークへ報告されるＷＴＲＵの測定値に基づく
ことができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に関連付けられたセル再選択のための方法であって、
　ネットワークが前記ＷＴＲＵについてのセル再選択を制御することを決定すること、
　チャネルの測定を実行すること、および
　測定報告を前記ネットワークに送信すること
　を備えたことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セル再選択の方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信システムは、本技術分野においてよく知られている。通信規格は、ワイ
ヤレスシステムのグローバルな接続性を提供するために、および例えば、スループット、
待ち時間、カバレージに関する性能目標を達成するために開発される。広範囲に使用中の
現在の規格の１つは、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications Systems）と呼
ばれ、３Ｇ（Third Generation）無線システムの一部として開発され、３ＧＰＰ（Third 
Generation Partnership Project）によって維持される。
【０００３】
　現在の３ＧＰＰ仕様の通りの例示的なＵＭＴＳシステムアーキテクチャを、図１に示す
。ＵＭＴＳネットワークアーキテクチャは、Ｉｕインターフェースを介してＵＴＲＡＮ（
ＵＭＴＳ　Terrestrial Radio Access Network）と相互接続されたコアネットワーク（Ｃ
Ｎ）を含む。ＵＴＲＡＮは、Ｕｕインターフェースを介して、３ＧＰＰ規格においてＵＥ
（user equipment）と呼ばれるＷＴＲＵ（wireless transmit receive unit、無線送受信
ユニット）によりワイヤレス通信サービスをユーザーへ提供するよう構成される。ＵＭＴ
Ｓ規格において定義され一般的に使用されるエアインターフェースは、Ｗ－ＣＤＭＡ（wi
deband code division multiple access）である。ＵＴＲＡＮは、１つまたは複数のＲＮ
Ｃ（radio network controller）、および３ＧＰＰによってノードＢと呼ばれる基地局を
有して、ＷＴＲＵとワイヤレス通信をするための地理的なカバレージを集合的に与える。
１つまたは複数のノードＢは、Ｉｕｂインターフェースを介して各ＲＮＣに接続され、Ｕ
ＴＲＡＮ内のＲＮＣは、Ｉｕｒインターフェースを介して通信する。
【０００４】
　ＵＴＲＡＮにおけるＷＴＲＵは、２つのモード、すなわちアイドルモードまたは接続モ
ードのいずれかであるとすることができる。接続モードの間のＷＴＲＵモビリティおよび
アクティビティに基づいて、ＵＴＲＡＮは、ＷＴＲＵに、例えば、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ、Ｕ
ＲＡ＿ＰＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨなど、いくつかのサブ状態の間に
おいて遷移するよう指示することができる。ＷＴＲＵとＵＴＲＡＮとの間のユーザプレー
ン通信は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨとＣＥＬＬ＿ＤＣＨとの状態の間においてのみ許可される
。Ｃｅｌｌ＿ＤＣＨの状態は、アップリンク（ＵＬ）とダウンリンク（ＤＬ）との両方に
おいて個別チャネル（ＤＣＨ）によって特徴付けられる。ＷＴＲＵ側において、これは、
連続的な送受信に対応して、ユーザー電力要件を要求し続けることができる。ＣＥＬＬ＿
ＦＡＣＨの状態は、ＤＣＨを使用せず、したがってアップリンクおよびダウンリンクのス
ループットを下げるという犠牲を払って、電力消費の改善を可能にする。
【０００５】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨは、シグナリングトラフィック（例えば、ＣＥＬＬ／ＵＲＡ　ＵＰ
ＤＡＴＥメッセージの送信）に、およびとても低いアップリンクスループットを要するア
プリケーションによく適している。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいて、アップリンク通信は、
ＰＲＡＣＨ（packet random access channel）の物理チャネルへマッピングされるＲＡＣ
Ｈ（random access transport channel）により達成される。ＲＡＣＨは、チャネルを獲
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得して、送信電力を調整するパワーランプアップ（ramp-up）手順を有する競合ベースの
プロトコルである。
【０００６】
　ダウンリンク通信は、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（secondary common control physical channel
）にマッピングされる共有のＦＡＣＨ（Forward Access Transport Channel）、または高
速ダウンリンクチャネルによる。
【０００７】
　モビリティは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてＷＴＲＵによって自律的に処理される。現
在のソフトハンドオーバーは、（規格のリリース６現在において）ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ内
に存在しない。ＷＴＲＵは、独立して測定を実行して、いつセル再選択を行うのかを決定
する。
【０００８】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの間のシステム情報は、ＢＣＨ（broadcast channel）から読み取
られる。この情報は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいて使用されるアップリンクＲＡＣＨ、ダ
ウンリンクＦＡＣＨ、およびＨＳ－ＤＳＣＨ（high speed downlink shared channel）の
チャネルに対するセットアップの詳細を含む。
【０００９】
　標準化団体による最近の成果により、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの状態におけるＥ－ＤＣＨ（
Enhanced－ＤＣＨ）の再使用を確認した。Ｅ－ＤＣＨは、アップリンクのスループットを
増加させるために導入された機能である。Ｅ－ＤＣＨは、要求／許可の原理に従って作動
する。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが機構の組み合わせによって必要とする要求容量の表示を送
信するが、ネットワークは、これらの要求への許可により応答する。一般に、これらの許
可は、ノードＢのスケジューラーによって生成される。
【００１０】
　同時に、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat Request）が、物理レイヤーの送信と関
連して使用される。上述の機構を容易にするために、２つの新しいＵＬ物理チャネルが導
入された。１つは、制御用のＥ－ＤＰＣＣＨ（Enhanced-Dedicated Physical Control Ch
annel）であり、もう１つは、データ用のＥ－ＤＰＤＣＨ（Enhanced-Dedicated Physical
 Data Channel）である。さらに、３つの新しいＤＬ物理チャネルが導入された。２つは
、許可の送信用であり、１つは、高速物理レイヤーアクノリッジメント（レイヤー１　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ）用である。従って、ノードＢは、絶対的な許可と相対的な許可との両方
を発行するように許可される。許可は、電力比に関して信号送信される。各ＷＴＲＵは、
サービス中の許可を保持して、ペイロードサイズに変換することができる。リリース６の
ＷＴＲＵに対して、モビリティは、ソフトハンドオーバーおよびアクティブセットによっ
てネットワークにより処理される。
【００１１】
　物理レイヤーにおける新しいチャネルに加えて、さらに、Ｅ－ＤＣＨが、Ｅ－ＤＣＨを
処理する新しいＭＡＣ－ｅ／ｅｓプロトコルエンティティの導入によってメディアアクセ
ス制御（ＭＡＣ）レイヤーにおいて必要とされる。
【００１２】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨの使用による関心事のうちの１つは、モビリテ
ィ手順、特に、セル再選択手順によるアップリンク手順のインタラクションである。この
手順を、ＷＴＲＵの自律的なままであるとすることができるか、いくつかの点においてネ
ットワークによりサポートすることができる。両方の場合において、ネットワークおよび
ＷＴＲＵのセル再選択の動作を、定義する必要がある。ＷＴＲＵ側において、動作を、Ｍ
ＡＣ－ｅ／ｅｓ（medium access control entity）、ＨＡＲＱ（hybrid automatic repea
t request）バッファー、ＭＡＣ　ＴＳＮ（Transmission Sequence Number）などを取り
扱うために指定しなければならない。ネットワークに関して、ＳＲＮＣ（serving radio 
network controller）に、新しいＥ－ＲＮＴＩ（enhanced radio network temporary ide
ntifier）がＣＲＮＣ（controlling radio network controller）によって割り当てられ
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たときを気づかせる必要があるだろう。さらに、ネットワークは、ソースセルにおけるリ
ソースの解放を取り扱わなければならないことがあるだろう。
【００１３】
　従って、Ｃｅｌｌ＿ＦＡＣＨの状態の間においてＥ－ＤＣＨを使用する性能があるＷＴ
ＲＵに対して再選択に取り組む方法および装置が必要である。
【発明の概要】
【００１４】
　別のセルへのセル再選択を実行するよう構成された方法およびＷＴＲＵを開示する。Ｗ
ＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの状態であるときにＥ－ＤＣＨを使用する。セル再選択を、
ネットワークへ報告されるＷＴＲＵ測定に基づいてネットワークによりサポートすること
ができる。あるいはまた、セル再選択を、ＷＴＲＵベースであるとすることができる。
【００１５】
　本方法のより詳細な理解を、例として与えられ、添付の図面とともに理解される以下の
説明から得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】従来のＵＭＴＳネットワークのシステムアーキテクチャについての概観のブロッ
ク図である。
【図２】ワイヤレス通信システムのブロック図である。
【図３】ＣＲＮＣに含まれるＭＡＣ－ｅｓによるＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ手順を例示する
タイミングの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本明細書において以下に引用する場合、用語の「ＷＴＲＵ」は、ＵＥ（user equipment
）、移動局、固定または移動の加入者ユニット、ページャー、携帯電話機、ＰＤＡ（pers
onal digital assistant）、コンピューター、またはワイヤレス環境において動作する性
能がある他のあらゆる型のユーザーデバイスを制限なしに含む。本明細書において以下に
引用する場合、用語の「移動局」は、ノードＢ、サイトコントローラー、アクセスポイン
ト（ＡＰ）、またはワイヤレス環境において動作する性能がある他のあらゆる型のインタ
ーフェーシングデバイスを制限なしに含む。本明細書において以下に引用する場合、用語
の「Ｅ－ＤＣＨシステム情報」は、システム情報の一部としてノードＢにより報知される
Ｅ－ＤＣＨ情報を制限なしに含む。これは、ノードＢによって割り当てられて、ＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨの状態におけるＷＴＲＵによって共有される共有Ｅ－ＤＣＨリソースのセット
についての情報を含むことができる。用語のＥ－ＲＡＣＨ（enhanced random access cha
nnel）は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの状態において使用される拡張されたアップリンク機構を
引用して、Ｅ－ＤＣＨリソースの使用を制限なしに含む。
【００１８】
　ＭＡＣレイヤーを、いくつかのエンティティに分割する。すなわち、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ
プロトコルエンティティを、Ｅ－ＤＣＨを処理するために与えるのが望ましい。一般に、
表現「ＭＡＣ－ｉｓ」、「ＭＡＣ－ｉ」、および「ＭＡＣ－ｉｓ／ｉ」を、それぞれ「Ｍ
ＡＣ－ｅｓ」、「ＭＡＣ－ｅ」、および「ＭＡＣ－ｅｓ／ｅ」の代わりに使うことができ
る。「ＭＡＣ－ｅｓ／ｅリセット」手順を、「ＭＡＣ－ｉｓ／ｉリセット」手順と取り替
えることができる。ただし、「ＭＡＣ－ｉｓ／ｉリセット」手順は、セグメンテーション
バッファーがフラッシュされる追加可能なステップによる「ＭＡＣ－ｅｓ／ｅリセット」
と同様の手順を引用する。
【００１９】
　図２を参照して、ＨＳＰＡワイヤレス通信ネットワーク（ＮＷ）１０は、ＷＴＲＵ２０
、１つまたは複数のノードＢ３０、および１つまたは複数のセル４０を含む。各セル４０
は、１つまたは複数のノードＢ（ＮＢまたはｅＮＢ）３０を含む。ＷＴＲＵ２０は、本明
細書において以下に開示されるセル再選択方法を実装するよう構成されるプロセッサ９を
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含む。
【００２０】
　開示される方法の通りに、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣ－ｅｓによる、ＣＣＣＨ（common c
ontrol channel）データ用または共通トラフィック用に使用される、ＣＲＮＣおいて終端
される、自律的なセル再選択を実行する。従って、ＭＡＣ－ｅｓエンティティは、ＷＴＲ
Ｕ２０によって使用される共通のＥ－ＤＣＨリソースセットと、またはＷＴＲＵ２０によ
って選択される共通のＥ－ＲＮＴＩと結びつけられる。個別トラフィック（すなわち、Ｄ
ＣＣＨまたはＤＴＣＨ）用のＭＡＣ－ｅｓを、ＳＲＮＣにおいて終端して、ＷＴＲＵ２０
と結びつけるのが望ましい。あるいはまた、さらに個別トラフィック用のＭＡＣ－ｅｓを
ＣＲＮＣにおいて終端する。
【００２１】
　本開示の方法によると、ＷＴＲＵ２０は、セル再選択の判断をするために内部測定を使
用する。図３は、ターゲットセルがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの状態において選択されるときに
ＷＴＲＵ２０が使用できる方法についての信号図である。セル再選択を実行すると決定す
ると、ＷＴＲＵ２０は、ソースノードＢ２２からの送受信を中止して、ＣＲＮＣ２６がＷ
ＴＲＵ２０に割り当てた変数のＥ－ＲＮＴＩを消去する。
【００２２】
　ＷＴＲＵ２０がセル再選択を実行すると決定するときをＵＬにおいて送信している場合
、ターゲットセルへ移動する前に、ＷＴＲＵ２０は、アクティブであるすべてのＨＡＲＱ
処理に対する送信を完了する。さらに、ＷＴＲＵ２０は、ソースセルにおいて（および適
切な場合、隣接セルにおいても同様に）ＤＬのＥ－ＤＣＨチャネルを監視するのを中止す
ることができる。
【００２３】
　代替として、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣ－ｅｓにおけるＣＣＣＨの論理チャネルと結びつ
けられるＴＳＮをリセットして、ＵＬデータがＨＡＲＱ処理に存在する場合にＨＡＲＱ処
理をフラッシュすることできる。あるいはまた、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅエン
ティティの完全なリセット（すなわち、ＴＳＮのリセット、ＨＡＲＱ処理のフラッシュ、
および適切な場合あらゆる残りのセグメントの廃棄）を自律的に実行することができる。
【００２４】
　次に、ＷＴＲＵ２０は、報知制御チャネル２０２においてターゲットノードＢ２２から
システム情報ブロックを受信する。Ｅ－ＤＣＨの情報要素（ＩＥ）（本明細書においてＥ
－ＤＣＨシステム情報という）がターゲットセルのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）にお
いて報知される場合、ＷＴＲＵ２０は、報知されるＥ－ＤＣＨ　ＲＡＣＨプリアンブルシ
ーケンスを使用して、ターゲットセルにおいて新しいプリアンブル・ランプアップ・フェ
ーズを開始する。このＥ－ＤＣＨのシステム情報の存在により、セルがＣＥＬＬ＿ＦＡＣ
ＨにおいてＥ－ＤＣＨをサポートすることをＷＴＲＵ２０へ示す。従って、Ｅ－ＲＡＣＨ
アクセスを、共通の、共有の、またはランダム選択のＷＴＲＵ　ＩＤを使用して達成する
ことができる。
【００２５】
　獲得に成功した後、ＷＴＲＵ２０は、ターゲットセルにおいて使用するためのＥ－ＤＣ
Ｈリソースのセットが割り当てられる。次に、ＷＴＲＵ２０は、割り当てられたＥ－ＤＣ
ＨリソースによりターゲットセルにおいてＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージ２０３を、
ＣＲＮＣ２６に送信する。ＣＣＣＨ用のＭＡＣ－ｅｓがＣＲＮＣ２６において終わるので
、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを、ＣＲＮＣ２６が読み取って、デコードすること
ができる。ＷＴＲＵ２０は、Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を示すＩＥ（
例えば、ＩＥ「Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ」）をＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメ
ッセージ２０３に含めることができる。このＩＥは、数え上げられたＩＥであるとするこ
とができる。ＩＥ「Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ」が存在する場合、ＷＴＲＵ
は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートする。ＩＥの欠如により、ＷＴＲ
ＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてＥ－ＤＣＨをサポートしないことを示す。あるいはまた
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、ＩＥ「Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ」をＴＲＵＥまたはＦＡＬＳＥに設定す
ることによってＷＴＲＵがＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を有するかどう
かを示すことができる。
【００２６】
　あるいはまた、Ｅ－ＤＣＨの性能は、ＣＲＮＣ２６が暗示的に検出する。ＣＲＮＣ２６
がＥ－ＲＡＣＨのＩｕｂフレームプロトコルを介してＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ２０３メッ
セージを受信する場合、ＣＲＮＣ２６は、ＷＴＲＵ２０がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてＥ
－ＤＣＨをサポートすることを暗示的に決定する。
【００２７】
　あるいはまた、ＣＲＮＣ２６は、パケットがどのサブレイヤーから受信されたかを検査
できる。ＭＡＣ－ｅｓエンティティから配信された場合、ＣＲＮＣ２６は、ＷＴＲＵ２０
がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートすることを決定する。もしそうでな
ければ、ＷＴＲＵ２０は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートしない。
【００２８】
　別の代替として、ソースノードＢ２４は、パケットがＥ－ＤＣＨによって受信されたこ
とをＣＲＮＣ２６に通知する。この代替は、Ｉｕｂによる信号送信を必要とする。新しい
Ｉｕｂメッセージを、定義することができるか、またはノードＢは、Ｉｕｂフレームによ
るメッセージを有する表示を含めることができる。
【００２９】
　従って、ＣＲＮＣ２６がＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージ２０３を受信して、ＣＥＬ
Ｌ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをＷＴＲＵ２０がサポートすることを決定して、さらＣ
ＲＮＣ２６がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートするとき、ＣＲＮＣ２６
は、新しいＥ－ＲＮＴＩをＷＴＲＵ２０へ割り当てる。次に、ＣＲＮＣ２６は、変数のＥ
－ＲＮＴＩを含んでいるメッセージを、ＲＮＳＡＰ（radio network subsystem applicat
ion part）ＵＬシグナリング転送２０５を介してＳＲＮＣ２８へ転送する。
【００３０】
　あるいはまた、ＣＲＮＣ２６は、ＷＴＲＵ２０がＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣ
Ｈをサポートする表示を送信しないが、ＷＴＲＵ２０の性能に気づいているＳＲＮＣ２８
に依存する。ＳＲＮＣ２８は、ＣＲＮＣ２６に、「新しいＥ－ＲＮＴＴ」をＷＴＲＵ２０
に割り当てるように要求して、例えば、共通トランスポートチャネル要求を介して遂行で
きる。
【００３１】
　ＳＲＮＣ２８は、ＷＴＲＵのＥ－ＤＣＨリソースを解放できることをソースノードＢに
伝えることができる。ＭＡＣ－ｅがＷＴＲＵ毎に専用である場合、ＭＡＣ－ｅエンティテ
ィを、完全に解放できる。ＭＡＣ－ｅエンティティがＥ－ＤＣＨリソースのセット毎に存
在する場合、ソースノードＢのＨＡＲＱソフトバッファーを、フラッシュするが、必ずし
も解放しない。ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットがセル再選択を実行するたびごとに自律的に実
行される場合、さらに、再選択を実行するＷＴＲＵに結びつけられたＳＲＮＣにおけるＭ
ＡＣ－ｅエンティティを、リセットしなければならない。
【００３２】
　ＳＲＮＣ２８は、ＣＲＮＣ２６からメッセージを受信すると、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの状
態において使用するための新しいＥ－ＲＮＴＩを含んでいるＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿Ｃ
ＯＮＦＩＲＭメッセージ２０６、２０７を生成する。本メッセージを、ネットワークが使
用して、Ｅ－ＤＣＨリソースを割り当てることができる。あるいはまた、あらゆるＥ－Ｄ
ＣＨリソースを、ＷＴＲＵ２０が追加のトラフィックを送信する必要があるときに実行さ
れるプリアンブル・パワー・ランプアップの後にターゲットノードＢ２２が割り当てる。
【００３３】
　ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージ２０７を受信すると、ＷＴＲＵ２
０は、のちのアップリンクアクセスにおいて使用するために新しいＥ－ＲＮＴＩを格納す
る。
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【００３４】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ２０が上に開示されたようにＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを自律
的に実行しない場合、ネットワークは、ＷＴＲＵ２０により実行されるＭＡＣ－ｅ／ｅｓ
リセットを明示的に要求できる。ネットワークは、セル再選択を実行するたびごとに、再
構成が生じるときに、または個別のＭＡＣ－ｅｓを解放かリセットかをする必要があると
きに、ＳＲＮＳの再配置に従うＷＴＲＵ２０においてＭＡＣ－ｅ／ｅｓエンティティのリ
セットを要求できる。
【００３５】
　本方法の通りに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩ
ＲＭメッセージにおいて新しいＩＥ「ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセット」インジケータを追加す
ることによって実行できる。ＷＴＲＵ２０がインジケータを受信すると、ＷＴＲＵ２０は
、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓのフルリセット（すなわち、ＴＳＮのリセットおよびＨＡＲＱ処理の
フラッシュ）を実行する。適切な場合、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣに残っているあらゆるセ
グメントを廃棄できる。さらに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓを、ＷＴＲＵ２０がＣＥＬＬ＿ＵＰＤ
ＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭを受信して、次の条件のうち少なくとも１つが真であるときにＭ
ＡＣ－ｅ／ｅｓを自律的にリセットすることによってリセットできる。条件とは、すなわ
ち、ＳＲＮＳの再配置が実行されて、ＩＥ「新しいＵ－ＲＮＴＩ」がＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡ
ＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭに存在するときを検出できること、ＭＡＣプロトコルの再構成がＣ
ＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭ内において生じること、またはＲＬＣ（radio li
nk control）プロトコルの再構成が生じることである。
【００３６】
　上に述べたＭＡＣ－ｅ／ｅｓをリセットする方法の各々を、単独において、または互い
の組み合わせにおいて実行できる。さらに、ＷＴＲＵ２０は、部分的にＭＡＣ－ｅ／ｅｓ
のリセットを実行することができる。ただし、ＴＳＮ数を、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿Ｃ
ＯＮＦＩＲＭメッセージを受信するときに論理チャネルのＣＣＣＨに対して零に設定する
。
【００３７】
　自律的なセル再選択についての代替の方法の通りに、ＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｅおよびＭ
ＡＣ－ｅｓエンティティは、両方ともノードＢにある。結果として、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
のＷＴＲＵに対するＥ－ＤＣＨ送信は、ノードＢにおいて終端する。従って、ＷＴＲＵは
、セル再選択の一部として選択された新しいターゲットセルに関する内部測定に基づいて
セル再選択の判断を行うように構成される。
【００３８】
　ＷＴＲＵ２０は、ソースセルに対する送受信を中止して、ソースセルにおけるＤＬ　Ｅ
－ＤＣＨのチャネルの監視を停止する。ＷＴＲＵがＵＬにおいて送信している場合、ター
ゲットセルに移動する前に、ＷＴＲＵ２０は、ＷＴＲＵ２０がセル再選択を実行すること
を決定するときにアクティブであるすべてのＨＡＲＱ処理についての送信を完了できる。
【００３９】
　次に、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅエンティティのリセット（すなわち、ＨＡＲ
ＱバッファーのフラッシュおよびＴＳＮのゼロリセット、適切な場合、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓ
エンティティにおける残りのセグメントの廃棄）を実行する。次に、変数のＥ－ＲＮＴＩ
を、ＷＴＲＵ２０が消去する。ターゲットノードＢは、報知制御チャネルにおいてＳＩＢ
情報をＷＴＲＵ２０へ送信する。Ｅ－ＤＣＨシステム情報ＩＥをターゲットセルＳＩＢに
おいて報知する場合、ＷＴＲＵ２０は、ターゲットセルにおいて新しいプリアンブル・ラ
ンプアップ・フェーズを、Ｅ－ＤＣＨプリアンブルシーケンスを使用して開始する。
【００４０】
　獲得に成功した後、ＷＴＲＵ２０は、ターゲットセルにおいて使用するＥ－ＤＣＨリソ
ースのセットを割り当てられる。衝突を解決するために、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣヘッダ
において選択される共通Ｅ－ＲＮＴＩまたはランダムＩＤを使用できる。次に、ＷＴＲＵ
２０は、Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能の表示を含んでいるＣＥＬＬ＿Ｕ
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ＰＤＡＴＥメッセージを、ターゲットセルにより無線ネットワーク制御コントローラーへ
送信する。ターゲットセルのＣＲＮＣは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを受信して
、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨがサポートされるとき、ＣＲＮＣは、Ｅ－ＲＮ
ＴＩを割り当てる。次に、ＣＲＮＣは、変数Ｅ－ＲＮＴＩを含んでいるメッセージを、Ｒ
ＮＳＡＰのＵＬシグナリング転送を介してＳＲＮＣへ転送する。
【００４１】
　あるいはまた、ＷＴＲＵ２０は、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージにおいてＥ－ＤＣ
Ｈ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を送信しない。しかしＳＲＮＣは、ＷＴＲＵの性能
に気づいているので、ＣＲＮＣに、新しいＥ－ＲＮＴＩをＷＴＲＵ２０に対して割り当て
るよう要求する。これを、共通トランスポートチャネル要求を介して行うことができる。
ＣＲＮＣは、応答メッセージにおいて新しいＥ－ＲＮＴＩを与える。あるいはまた、Ｅ－
ＤＣＨの性能を、ＣＲＮＣによって暗示的に検出することができる。ＣＲＮＣがＥ－ＲＡ
ＣＨのＩｕｂフレームプロトコルを介してＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを受信する場合、ＣＲ
ＮＣは、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートすることを暗示的
に決定できる。オプションとして、ＣＲＮＣは、パケットがどのサブレイヤーから受信さ
れたかを検査できる。ＭＡＣ－ｅｓエンティティから配信された場合、ＷＴＲＵは、ＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートし、もしそうでなければ、ＷＴＲＵはサポ
ートしない。
【００４２】
　あるいはまた、ノードＢは、パケットがＥ－ＤＣＨにより受信されたことをＣＲＮＣに
通知することができる。これは、Ｉｕｂによるシグナリングを必要とする。新しいＩｕｂ
メッセージを、定義することができ、あるいはまた、ノードＢは、Ｉｕｂフレームによる
メッセージを有する表示を含めることができる。
【００４３】
　オプションとしてい、ＳＲＮＣは、ソースノードＢに、ＷＴＲＵからのＥ－ＤＣＨリソ
ースを解放することができることを伝える。さらに、ソースノードＢは、ＵＴＲＡＮ　Ｍ
ＡＣ－ｅおよびＭＡＣ－ｅｓをリセットして、ソースセルにおけるＨＡＲＱのソフト・メ
モリ・バッファーをフラッシュすることができる。
【００４４】
　ＳＲＮＣは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを生成するのが望ま
しい。ただし、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージは、ＣＥＬＬ＿ＦＡ
ＣＨの状態において使用される「新しいＥ－ＲＮＴＩ」をオプションとして含む。オプシ
ョンとして、ネットワークは、このメッセージを使用して、Ｅ－ＤＣＨリソースの異なる
セットを割り当てることができる。
【００４５】
　ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭを受信すると、ＷＴＲＵは、「新しいＥ－Ｒ
ＮＴＩ」を格納して、それをのちのアップリンクアクセスのために使用する。
【００４６】
　あるいはまた、ネットワークは、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅリセットインジケータをＣＥＬＬ＿
ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージに含めることができる。
【００４７】
　自律的なセル再選択の別の代替方法の通りに、ＷＴＲＵのＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨに対する
Ｅ－ＤＣＨは、ＳＲＮＣにおいて終端するが、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージは、レ
ガシー（リリース９９）のＲＡＣＨにより送信される。
【００４８】
　ＵＴＲＡＮ　ＭＡＣ－ｅｓエンティティは、本方法の通りに、ＳＲＮＣに配置されて、
個々のＷＴＲＵに結びつけられる。ＷＴＲＵを、ターゲットセルにおいて拡張されたＲＡ
ＣＨによりＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを送信する代わりにＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴ
Ｅメッセージを送信するレガシーのＲＡＣＨ手順を使用して、セル再選択を実行するよう
構成する。これによって、ＷＴＲＵに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓエンティティをリセットするこ
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となしに（すなわち、ＷＴＲＵは、ＨＡＲＱバッファーをフラッシュして、ＴＳＮ数をゼ
ロリセットする必要がない）セル再選択を受けることを可能にして、セル再選択後に継続
してＴＳＮをインクリメントすることを可能にする。さらに、これによって、ＷＴＲＵに
、セル再選択が実行されている間のＥ－ＤＣＨ送信を一時的に中断して、再選択後に送信
を再開することを可能にする。
【００４９】
　上に開示したように、ＷＴＲＵは、内部測定に基づいてセル再選択の判断をすることが
できる。内部測定の結果として新しいターゲットセルを選択する場合、ＷＴＲＵは、ソー
スセルにおける送信を停止する。データがＨＡＲＱ処理において利用可能である場合、Ｗ
ＴＲＵは、ＷＴＲＵがターゲットセルにおいて同じＨＡＲＱ処理を継続することができる
ように、ＨＡＲＱ処理についての送信を停止する。あるいはまた、ＨＡＲＱ処理のデータ
を、フラッシュする。
【００５０】
　ＷＴＲＵがＵＬにおいて送信している場合、ターゲットセルに移動する前に、ＷＴＲＵ
は、ＷＴＲＵがセル再選択を実行することを決定するときにアクティブであるすべてのＨ
ＡＲＱ処理についての送信を完了できる。
【００５１】
　次に、ＷＴＲＵは、ソースセルにおけるＤＬ　Ｅ－ＤＣＨチャネルおよび他のダウンリ
ンクリソースを監視するのを中止して、変数のＥ－ＲＮＴＩを消去する。
【００５２】
　次に、ＷＴＲＵは、ＳＩＢからターゲットセルのＰＲＡＣＨ情報およびＤＬ情報を受信
して、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを送信する。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセー
ジは、ターゲットセルについてのリリース９９のＲＡＣＨによりＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨの性能の表示を含むことができる。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを
、ＣＲＮＣが受信して、ＳＲＮＣへ転送する。ＣＲＮＣは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを受
信して、ＷＴＲＵがＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能がある時にＥ－ＲＮＴ
Ｉを割り当てる。次に、ＣＲＮＣは、変数のＥ－ＲＮＴＩを含んでいるメッセージを、Ｒ
ＮＳＡＰ　ＵＬシグナリング転送を介してＳＲＮＣへ転送する。代替として、ＷＴＲＵは
、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥにおいてＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を送信
しない。ＳＲＮＣがＷＴＲＵの性能に気づいているので、ＳＲＮＣは、ＣＲＮＣに、新し
いＥ－ＲＮＴＩをＷＴＲＵに対して割り当てるよう要求して、共通トランスポートチャネ
ル要求を介して遂行できる。従って、ＣＲＮＣは、応答メッセージにおいて新しいＥ－Ｒ
ＮＴＩを与えて、ＳＲＮＣは、Ｅ－ＲＮＴＩをＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥ　ＣＯＮＦＩＲＭ
に含める。
【００５３】
　ＳＲＮＣは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを生成して、個別の
Ｅ－ＤＣＨリソースに割り当てるためにネットワークが使用することができる。あるいは
また、あらゆるＥ－ＤＣＨリソースを、ＷＴＲＵが追加のトラフィックを送信する必要が
あるときにプリアンブル・パワー・ランプアップを実行した後にターゲットノードＢが割
り当てることができる。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージは、ＷＴＲ
Ｕ用の「新しいＥ－ＲＮＴＩ」を含むことができる。
【００５４】
　次に、ＳＲＮＣは、ソースノードＢに、ＷＴＲＵのＥ－ＤＣＨリソースを解放すること
ができることを通知する。ＭＡＣ－ｅがＷＴＲＵ毎に専用である場合、さらに、ＭＡＣ－
ｅエンティティを、完全に解放する。ＭＡＣ－ｅエンティティがＥ－ＤＣＨリソースのセ
ット毎に存在する場合、ソースノードＢのＨＡＲＱのソフトバッファーを、フラッシュす
る。
【００５５】
　ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを受信すると、ＷＴＲＵは、のち
のアップリンクアクセスのために新しいＥ－ＲＮＴＩを格納する。
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【００５６】
　ネットワークは、ＷＴＲＵが実行するＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを明示的に要求できる
。ネットワークは、ＳＲＮＳ再配置の発生、セル再選択の実行、および再構成の発生に従
うＷＴＲＵにおけるＭＡＣ－ｅ／ｅｓエンティティのリセットを要求できる。
【００５７】
　本方法の通りに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩ
ＲＭメッセージにおいて新しいＩＥ「ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセット」インジケータを追加す
ることによって実行できる。ＷＴＲＵがインジケータを受信すると、ＷＴＲＵは、ＭＡＣ
－ｅ／ｅｓのフルリセット（すなわち、ＴＳＮのリセット、ＨＡＲＱ処理のフラッシュ）
を実行する。適切な場合、ＷＴＲＵ２０は、ＭＡＣにおいて残っているあらゆるセグメン
トを廃棄できる。さらに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓは、リオーダーするために使用されるＴＳＮ
を変えることなしにＨＡＲＱバッファーをフラッシュのみする特別なリセットを送信する
ことによってリセットをすることができる。ＨＡＲＱバッファーにあるＭＡＣ－ｅプロト
コル・データ・ユニット（ＰＤＵ）は、ある上位レイヤープロトコルからの再送信を必要
とするであろう。
【００５８】
　あるいはまた、ＳＲＮＳは、ターゲットセルにおいて現在アクティブなすべてのＨＡＲ
Ｑ処理を再開始することをＷＴＲＵに伝える特別なリセット信号を送信することができる
。次に、ネットワークは、ソースセルにおけるＥ－ＤＣＨリソースを解放することができ
ることをソースノードＢに通知する。さらに、ネットワークは、ターゲットセルにおいて
Ｅ－ＤＣＨリソースを準備することができる。
【００５９】
　あるいはまた、ＷＴＲＵは、すべてのＨＡＲＱ処理についての送信を完了した後にリセ
ットを（上に強調されるリセットオプションのどれでも使用して）自律的に実行すること
ができる。
【００６０】
　自律的なセル再選択の別の代替方法の通りに、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのＥ－ＤＣＨは、す
べてのデータに対してＳＲＮＣにおいて終端する。本方法の通りに、ＭＡＣ－ｅｓは、Ｃ
ＣＣＨを含むすべての型のデータトラフィックに対してＳＲＮＣにおいて終端して、ＣＥ
ＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを、ＳＲＮＣのＭＡＣ－ｅｓにおいて受信してデコードす
る。上述の方法において開示されたように、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセー
ジを送信する前の初期のステップは、同じである。
【００６１】
　いったんＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージをＳＲＮＣが受信すると、ＳＲＮＣは、要
求をＣＲＮＣに送信して、少なくともＣ－ＲＮＴＩと、（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ／ＰＣＨに
おけるＨＳ－ＤＳＣＨをサポートする場合の）Ｈ－ＲＮＴＩと、（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ／
ＰＣＨにおけるＥ－ＤＣＨをサポートする場合の）Ｅ－ＲＮＴＩと、ＵＬシグナリング転
送においてＣＲＮＣが提供する他の情報とを割り当てる。要求を、新しいＲＮＳＡＰメッ
セージを導入することによって、または例えば共通トランスポートチャネル要求などの既
存のＲＮＳＡＰ手順を使用することによって送信することができる。
【００６２】
　ＣＲＮＣは、要求された情報によりＳＲＮＣへ応答して、ＵＬシグナリング転送表示を
使用してまたは共通トランスポートチャネル応答メッセージを介して送信することができ
る。次に、ＳＲＮＣは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージをＷＴＲＵ
へ送信する。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭに従う手順は、上に開示された方
法において説明した手順と同様である。
【００６３】
　自律的なセル再選択の上に開示された方法のすべてに対して、ＳＲＮＣは、Ｅ－ＤＣＨ
リソースをＷＴＲＵへ割り当てるオプションを有する。Ｅ－ＤＣＨリソースのセットを、
ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージにおいて信号送信して提供すること
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ができるか、またはＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭを使用してＳＩＢにおいて
報知されたリソースのセットのうちの１つに対する指標として信号送信することができる
。次に、ＷＴＲＵは、そのリソースのセットを使用して、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてア
ップリンクデータを送信することができる。
【００６４】
　ＳＲＮＣは、して、セル再選択が実行されるたびごとか、またはＷＴＲＵが送信する追
加のデータを有するときかにこれらのリソースをＷＴＲＵへ与えることを選択することが
できる。後者のシナリオの通りに、ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージに、
他の追加のデータ量およびそれらが属する論理チャネルの表示を含めることができる。あ
るいはまた、ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが送信する他のデータを有するだけの表示を信号送信
することができる。次に、ＲＮＣは、この情報を使用して、ＷＴＲＵがＥ－ＤＣＨアップ
リンクリソースを必要とするかどうかを判断することができる。ＷＴＲＵが送信する追加
のデータがない場合、ＲＮＣは、ターゲットノードＢにおいて転送チャネルおよび物理チ
ャネルリソースをセットする。ＲＮＣは、ＷＴＲＵへどんなＥ－ＤＣＨリソースも信号送
信しない。
【００６５】
　代替的なネットワーク支援によるセル再選択方法を開示するが、ネットワークは、セル
再選択の制御を有するのが望ましい。本方法の通りに、ＷＴＲＵは、チャネル品質を測定
して、これらの測定値を、測定報告を介してネットワークに提供する。起動する基準を、
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのＷＴＲＵに対して定義して、これらの測定報告を送信する。次に、
ネットワークは、受信した測定値に基づいて、セル再選択を制御する。
【００６６】
　ネットワークは、代替においてノードＢから取得された測定値に基づいてセル再選択を
開始できる。セル再選択に対する条件を満たす場合、ネットワークは、ＷＴＲＵをターゲ
ットセルにおけるＣＥＬＬ＿ＤＣＨへ移動させるか、またはＷＴＲＵをターゲットセルに
おけるＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのままにするかを判断できる。本代替において、ＷＴＲＵは、
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのままである。ネットワークは、ＲＲＣメッセージを、ＷＴＲＵに対
するソースセル中に送信する。ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージの受信に応答して、ソース
セルにおける送信を停止して、ソースセルにおけるＤＬ　Ｅ－ＤＣＨチャネルの監視を中
止する。次に、Ｅ－ＤＣＨリソースを、例えばパワーランプアップ手順を使用して、ター
ゲットセルにおいて再度獲得する。次に、ＷＴＲＵは、ＲＲＣメッセージにおいてＭＡＣ
－ｅｓ／ｅリセットインジケータを送信することによって、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅエンティテ
ィおよび／またはＨＡＲＱ処理をリセットして、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅのフルリセット手順（
すなわち、ＨＡＲＱのフラッシュおよびＴＳＮのゼロリセット）を実行する。
【００６７】
　さらに、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅエンティティを、リオーダーするために使用されるＴＳＮを
変えることなしにＨＡＲＱバッファーをフラッシュのみする特別なリセットを実行するこ
とによってリセットすることができる。ＨＡＲＱバッファーにあるＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵは
、ある上位レイヤープロトコルからの再送信を必要とするであろう。特別なリセットを、
ハンドオーバーをオーダーするＲＲＣメッセージのうちの１つにおける特別なビットとし
て表示できるか、またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨを使用するＷＴＲＵに対
してセル再選択手順において指定できる。例えば、Ｅ－ＤＣＨを使用するＷＴＲＵは、Ｗ
ＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＰＣＨにある間にセル再選択が生じるたび
ごとに特別なリセットを実行する。ＳＲＮＳ再配置がセル再選択とともに生じる場合、Ｗ
ＴＲＵは、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓのフルリセットを実行する必要がある。
【００６８】
　ＭＡＣエンティティをリセットする別の方法は、特別なリセット信号をＷＴＲＵに送信
して、ターゲットセルにおいてすべてのアクティブなＨＡＲＱ処理を再開始することをＷ
ＴＲＵに通知する。ＲＮＣは、ソースノードＢに、古い接続が終わることを伝えて、ター
ゲットノードＢに、やって来る接続をセットするよう通知する。
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【００６９】
　あるいはまた、ネットワークは、ターゲットセルにおいてＥ－ＤＣＨリソースをあらか
じめ割り当てて、この割り当て情報をＲＲＣメッセージにおいて提供することができる。
【００７０】
　あるいはまた、ソースノードＢは、ＷＴＲＵに、送信の停止を（すなわち、ゼログラン
ト(zero grant)を介して）送信することができる。次に、ＷＴＲＵは、この信号を受信す
るとセル再選択を開始する。
【００７１】
　自律的／ネットワーク混合のセル再選択の代替方法において、ＷＴＲＵは、セル再選択
基準を使用してターゲットセルへのハンドオーバーを実行する判断をする。上に開示した
ように、ターゲットセルのシステム情報を獲得してＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを
ターゲットセルへ送信する代わりに、ＷＴＲＵは、望まれるターゲットセルの表示を有す
るＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを、ソースセルへ送信する。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセー
ジは、ターゲットセルのセルＩＤを含む。
【００７２】
　ソースノードＢがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを受信すると、メッセージを、ＲＮＣへ転送
する。次に、ＲＮＣは、ターゲットセルにおいてＥ－ＤＣＨリソースをセットして、ＣＥ
ＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭにおいて指定されるリソースであるか、または報知
されるＥ－ＤＣＨリソースのセットのうちの１つに対する指標であるとすることができる
。ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを送信した後に、ＷＴＲＵは、システム情報報知を
読み取って、ターゲットセルに接続してＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセ
ージを受信する。確認メッセージをＷＴＲＵが受信せずにＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥのタイ
マーが満了した場合、ＷＴＲＵは、ＲＡＣＨアクセスを開始することによってターゲット
セルにわたってＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを送信することを再試行する。
【００７３】
　ＷＴＲＵは、最初のＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥをソースノードＢにわたって送信するか、
またはターゲートノードＢにわたって送信するかを選択するオプションを有するこができ
る。ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥをソースノードＢにわたって送信するために選
択する次の条件のうちの１または複数を使用することができる。条件とは、すなわち、Ｗ
ＴＲＵがソースノードＢにおいてＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨに割り当てられた専用のＥ－ＤＣＨ
リソースを有すること、ＷＴＲＵがセル再選択を開始する前にＵＬ送信のためのＲＡＣＨ
アクセスを与えられているので、ＷＴＲＵが残りの時間に対して与えられたリソースを依
然として使用できること、ＷＴＲＵがソースセルにわたってＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥを常
に送信すること、またはＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ以外に送信するデータを有す
ることである。
【００７４】
　ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを受信すると、ＳＲＮＣは、ＳＩＢにおいて報知さ
れたリソースのセットまたはそのリソースのセットに対する指標をＷＴＲＵに与えるオプ
ションを有する。ＲＮＣは、セル再選択が実行されるたびごとに、またはＷＴＲＵが送信
する追加のデータを有するときにこれらのリソースをＷＴＲＵに与えることを選択するこ
とができる。ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥに、他の追加のデータ量およびそれら
が属する論理チャネルの表示を含めることができる。あるいはまた、ＷＴＲＵは、ＷＴＲ
Ｕが送信する他のデータを有する表示を信号送信する。
【００７５】
　次に、ＲＮＣは、この情報を使用して、ＷＴＲＵがＥ－ＤＣＨアップリンクリソースを
必要とするかどうかを判断する。ＷＴＲＵによって送信される追加のデータがない場合、
ＲＮＣは、ターゲットノードＢにおける転送チャネルおよび物理チャネルリソースをセッ
トするが、ＷＴＲＵへどんなＥ－ＤＣＨリソースも信号送信しない。
【００７６】
　あるいはまた、ネットワークは、ソースセルにおけるＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮ
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ＦＩＲＭ（または他のＲＲＣメッセージ）により応答して、ターゲットセルにおいて使用
するリソースを提供する。ＷＴＲＵは、物理チャネルの再構成が完了したことをネットワ
ークに通知するメッセージにより応答できる。ネットワークは、ソースセルにおける送信
を停止してソースセル／ノードＢにおけるすべてのＭＡＣ　ｅ／ｅｓリソースを解放する
ための表示として本メッセージを使用すべきである。
【００７７】
　タイマーを、セル更新メッセージを送信すると開始するのが望ましい。不成功の場合ま
たはネットワークがＲ７のようなＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭにより応答す
る場合、ＷＴＲＵは、ソースセルと通信する試みをアボートして上に開示した方法におい
て説明した手順のうちの１つまたは組み合わせを使用してＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥをター
ゲットセルにわたる送信を試みるべきである。
【００７８】
　　（実施形態）
１．ＷＴＲＵにおいてセル再選択を実行するための方法であって、
　内部測定に少なくとも基づいてターゲットセルを再選択するかどうかを判定すること、
　セル再選択を自律的に実行すること、
　セル再選択が判定されると変数のＥ－ＲＮＴＩを消去すること
　を備えた方法。
２．ターゲットセルから報知システム情報を受信すること、
　システム情報によりターゲットセルのＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を
判定すること
　をさらに備える実施形態１の方法。
３．ＷＴＲＵのＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能の表示を含んでいる更新メ
ッセージを送信することをさらに備えた実施形態２の方法。
４．Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能の表示は、ＩＥである実施形態３の方
法。
５．Ｅ－ＲＮＴＩを含んでいる確認メッセージを受信することをさらに備えた実施形態１
の方法。
６．更新メッセージは、追加のＥ－ＤＣＨリソースの割り当てを要求する表示をさらに含
む実施形態３の方法。
７．アップリンク送信のために確認メッセージに割り当てられたＥ－ＤＣＨリソースを使
用することをさらに備えた実施形態６の方法。
８．ＷＴＲＵは、セル再選択をするとＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを自律的に実行する実施
形態１の方法。
９．ＷＴＲＵは、確認メッセージのリセットの表示を受信するとＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセッ
トを実行する実施形態５の方法。
１０．ＷＴＲＵは、確認メッセージのリセット表示を受信するとＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセッ
トを部分的に実行する実施形態５の方法。
１１．ＷＴＲＵは、Ｅ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨの性能を示す新しいＩＥをＣ
ＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージに含める上記実施形態のいずれかにおける方法。
１２．ＩＥは、数え上げられたＩＥである実施形態１１の方法。
１３．ＩＥは、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおいてＥ－ＤＣＨをサポートすることを
示す実施形態１１の方法。
１４．ＩＥは、ＴＲＵＥまたはＦＡＬＳＥに設定される実施形態１１の方法。
１５．ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥにおいてＥ－ＤＣＨ　ｉｎ　ＣＥＬＬ＿ＦＡ
ＣＨの性能を送信しない上記実施形態のいずれかにおける方法。
１６．ＷＴＲＵは、アップリンクに送信している間、ターゲットセルに移動する前にセル
再選択が実行されると判定する時にアクティブであるすべてのＨＡＲＱ処理についての送
信を完了する上記実施形態のいずれかにおける方法。
１７．ＷＴＲＵは、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓにおけるＣＣＣＨ論理チャネルに結びつけられたＴ
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ＳＮをリセットして、アップリンクデータがＨＡＲＱ処理に存在する場合にＨＡＲＱ処理
をフラッシュする上記実施形態のいずれかにおける方法。
１８．残りのあらゆるセグメントを廃棄する実施形態１７の方法。
１９．ＷＴＲＵは、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓエンティティのリセットを自律的に実行する上記実
施形態のいずれかにおける方法。
２０．ＷＴＲＵは、Ｅ－ＤＣＨ情報がターゲットセルのＳＩＢにおいて報知されるときに
報知されるＥ－ＤＣＨ　ＲＡＣＨプリアンブルシーケンスを使用してターゲットセルにお
いて新しいプリアンブル・ランプアップ・フェーズを開始する上記実施形態のいずれかに
おける方法。
２１．ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを実行することは、新しいＩＥ「ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセ
ット」インジケータをＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージに加えること
を含む上記実施形態のいずれかにおける方法。
２２．ＷＴＲＵは、「ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセット」インジケータを受信するとＭＡＣ－ｅ
／ｅｓのフルリセットを実行する上記実施形態のいずれかにおける方法。
２３．「ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセット」インジケータは、ＩＥ「Ｅ－ＤＣＨ情報」に含まれ
る上記実施形態のいずれかにおける方法。
２４．ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを受
信してＳＲＮＳ（service radio network subsystem）再配置が実行されたときに、ＭＡ
Ｃ－ｅ／ｅｓリセットを自律的に実行する上記実施形態のいずれかにおける方法。
２５．ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを受
信してＭＡＣプロトコルの再構成がＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージ
内において生じるときに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを自律的に実行する上記実施形態の
いずれかにおける方法。
２６．ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージおよ
びＲＬＣプロトコルの再構成を受信するときに、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットを自律的に実
行する上記実施形態のいずれかにおける方法。
２７．ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージを受信するとき
に、ＣＣＣＨ論理チャネルに対してＴＳＮ数をゼロにリセットする上記実施形態のいずれ
かにおける方法。
２８．ＷＴＲＵは、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ＿ＣＯＮＦＩＲＭメッセージにおいてリソー
スのセットを受信する上記実施形態のいずれかにおける方法。
２９．リソースのセットは、専用のＥ－ＤＣＨリソースを含む実施形態２８の方法。
３０．リソースのセットは、ＳＩＢにおいて報知されたリソースのセットのうち１つに対
する指標を含む実施形態２８の方法。
３１．ＷＴＲＵは、専用のＥ－ＤＣＨリソースのセットを使用して、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ
においてアップリンクデータを送信する実施形態２９の方法。
３２．ＷＴＲＵは、セル再選択が実行されるたびごとにリソースのセットを受信する実施
形態２８－３１の方法。
３３．ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが送信する追加のデータを有するときにリソースのセットを
受信する実施形態２８－３２の方法。
３４．ＷＴＲＵは、他の追加のデータ量およびそれらがどの論理チャネル属するかの表示
をＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥにより送信する実施形態２８－３３の方法。
３５．ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが送信する他のデータを有するという表示を信号送信する実
施形態２８－３４の方法。
３６．ネットワークにより支援されるセル再選択のための方法であって、
　ＷＴＲＵにおいてチャンネル品質の測定を行うこと、
　測定報告を生成すること、
　測定報告を送るためにＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨに対して新しい起動基準をＷＴＲＵに使用す
ること、
　前記測定報告をネットワークへ送信すること
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　を備えた方法。
３７．ネットワークは、受信された測定値に基づいてセル再選択を制御する実施形態３６
の方法。
３８．ネットワークは、ノードＢから取得された測定値に基づいてセル再選択を開始する
実施形態３６の方法。
３９．ＷＴＲＵは、ターゲットセルにおいてＣＥＬＬ＿ＤＣＨへ移動する実施形態３６－
３８のいずれかにおける方法。
４０．ＷＴＲＵは、ターゲットセルにおいてＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのままである実施形態３
６－３８のいずれかにおける方法。
４１．ＷＴＲＵによってソースセルを介してＲＲＣメッセージを受信することをさらに備
えた実施形態４０の方法。
４２．ＲＲＣメッセージは、ソースセルに送信することを停止するようＷＴＲＵに指示す
る実施形態４１の方法。
４３．ＲＲＣメッセージは、ソースセルにおいてＤＬ　Ｅ－ＤＣＨチャネルを監視するこ
とを停止するようＷＴＲＵに指示する実施形態４１の方法。
４４．ＲＲＣメッセージは、パワーランプアップ手順を使用して、ターゲットセルにおい
てＥ－ＤＣＨリソースを再獲得するようＷＴＲＵに指示する実施形態４１の方法。
４５．ＲＲＣメッセージは、リセットを実行するようＷＴＲＵに指示する実施形態４１の
方法。
４６．リセットは、ＭＡＣ－ｅ／ｅｓエンティティをリセットすることを含む実施形態４
５の方法。
４７．リセットは、ＨＡＲＱ処理をリセットすることを含む実施形態４５－４６の方法。
４８．リセットは、ＲＲＣにおいてＭＡＣ－ｅ／ｅｓリセットインジケータを送信するこ
と、およびＭＡＣ－ｅ／ｅｓフルリセット手順を実行することを含む実施形態４５の方法
。
４９．リセットは、リオーダーするために使用されるＴＳＮを変えることなしにＨＡＲＱ
バッファーをフラッシュする特別なリセットを実行することを含む実施形態４５－４８の
方法。
５０．特別なリセットは、ハンドオーバーをオーダーするＲＲＣメッセージのうち１つの
特別なビットとして表示される実施形態４９の方法。
５１．特別なリセットは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨにおけるＥ－ＤＣＨを使用するＷＴＲＵに
対するセル再選択手順において指定される実施形態４９の方法。
５２．Ｅ－ＤＣＨを使用するＷＴＲＵは、Ｅ－ＤＣＨを使用するＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨまたはＣＥＬＬ＿ＰＣＨにある間、セル再選択が生じるたびごとに特別なリセット
を実行する実施形態５１の方法。
５３．ＷＴＲＵは、ＳＲＮＳ再配置がセル再選択と一緒に生じるときに、ＭＡＣ－ｅ／ｅ
ｓフルリセットを実行する実施形態４５－５２の方法。
５４．リセットは、ターゲットセルにおいてアクティブなすべてのＨＡＲＱ処理を再開始
することをＷＴＲＵに伝える特別なリセット信号を受信することを含む実施形態４５－５
３の方法。　
５５．ネットワークは、ターゲットセルにおいてＥ－ＤＣＨリソースをあらかじめ割り当
てて、ＲＲＣメッセージにおいて割り当て情報を提供する実施形態４５－５４の方法。
５６．ＷＴＲＵは、物理チャネルの再構成が完了したことをネットワークに通知するメッ
セージを送信する上記実施形態のいずれかにおける方法。
５７．ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥメッセージを送信するとタイマーを開始する上記実施形態
のいずれかにおける方法。
５８．ＷＴＲＵは、ソースセルとの通信の試みをアボートして、ＣＥＬＬ＿ＵＰＤＡＴＥ
メッセージをターゲットセルにわたって送信しようと試みる上記実施形態のいずれかにお
ける方法。　
５９．上記実施形態のうち少なくとも１つの方法を実行するよう構成されたＷＴＲＵ。
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６０．上記実施形態のうち少なくとも１つの方法を実行するように構成されたノードＢ。
【００７９】
　本発明の特徴および要素を、特定の組み合わせにおいて説明したが、それぞれの特徴ま
たは要素を、他の特徴および要素を用いずに単独において、または他の特徴および要素の
有無にかかわらずさまざまな組み合わせにおいて使用することができる。提供された方法
またはフローチャートを、コンピュータープログラム、ソフトウェア、または汎用コンピ
ューターもしくはプロセッサによって実行されるコンピューター読み取り可能な記録媒体
に明示的に具体化されるファームウェアに実装することができる。コンピューター読み取
り可能な記録媒体の例は、リード・オンリー・メモリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・
メモリ（ＲＡＭ）、レジスター、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハード
ディスクおよび取外し可能なディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯ
Ｍおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【００８０】
　適切なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、または従来のプロ
セッサ、デジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳ
Ｐコアと連動する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラー、マイクロコン
トローラー、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、ＦＰＧＡ（Field Programmable Gate 
Array）回路、他のあらゆる種類の集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含むこ
とができる。
【００８１】
　ソフトウェアに関連付けられたプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局
、ＲＮＣ、またはあらゆるホストコンピュータにおいて使用する無線周波数トランシーバ
ーを実装できる。ＷＴＲＵを、カメラ、ビデオ・カメラ・モジュール、ビデオフォン、ス
ピーカーフォン、振動デバイス、スピーカー、マイクロフォン、テレビジョントランシー
バー、ハンズ・フリー・ヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モ
ジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示装置、有
機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示装置、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビ
デオ・ゲーム・プレーヤー・モジュール、インターネットブラウザー、および／またはあ
らゆるワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールなどのハー
ドウェアおよび／またはソフトウェアに実装されるモジュールとともに使用できる。
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